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年　月　日

国際ロータリー第2770地区
青少年交換委員長
青少年交換留学生受入れのアドバイス
1． 私たち受入側の役割

　　　　国際ロータリー青少年交換プログラムにおいて、私たち受入側の具体的な役割を下記のように考えております。

１）　交換留学生に、食と住を与え高等学校に通わせ、その費用を負担します。

２）　彼らが｢小さな親善大使｣として国際理解と親善の為に行動し、日本の文化を吸収する為のお手伝いをし、私たちも彼らの文化を理解し、あわせて国際理解と親善を深めます。

３）　来日留学生は一般的に体も大きく、日本の高校生より大人びた感じがします。しかし心の中はまだほんの子供です。時には親代わりとなって接触することが求められます。

4） 日本での生活では最初にルールを決め、ルールに従って生活させることが大切です。

2． 出迎え

成田空港への出迎えは、ホストロータリークラブが責任を持ってお願い致します。

ほとんどの来日学生は英語を話すことが出来ると思いますが、出迎え時の会話に心配がある場合はローテックスを同行させますので、ご用命下さい。

3． 来日学生に確認

1） カウンセラー及び第1ホストファミリーは、来日学生のパスポート、ビザ、1年間有効なオープンの往復航空旅券で来日したか確認願います。（航空旅券は来日学生の負担です。）　

そしてパスポートの顔写真部分、ビザのスタンプ部分、航空旅券の主要部分を、３部コピーしてカウンセラー及び第1ホストファミリー及び地区委員が1部づつ保管致します。

2） 来日学生は母国で、出発日から帰国日まで、日本全国をカバーした保険に加入してくる事になっています。保険はその国の平均的保証額を満たしているものであり、「傷害」と「生命保険」をカバーしているものです。

　　　保険証書を確認していただき、１）と同様主要部を3部コピーし、カウンセラー、第1ホストファミリー、地区委員が1部づつ保管致します。

3） カウンセラー及び第1ホストファミリーは、来日学生の保護者と緊急時の母国への連絡先を確認して保管願います。

来日学生のアプリケーションフォーム１ページには保護者の連絡先が書いてあります。また５ページの下段に緊急時母国への連絡先氏名とTEL及びFAXが書いてあります。間違いないか確認願います。そして緊急時連絡先の住所と電子メールアドレスも聞いて１）と同様に保管致します。　

上記１）、２）、３）のそれぞれ1部を来日学生の第1回オリエンテーション時に地区委員にお預け願います。（9月上旬（日）。後ほど連絡を差し上げます。）

4． 危機管理について

私たちは来日学生が日本で生活をする上で、彼らの危機管理について気を使う必要があります。

彼らが思わぬ事故にあわないとも限りません。パスポート、ビザ、航空旅券、保険証書及び母国の緊急時連絡先の確認はその第１歩です。

後の説明でも出てきますが、外出や旅行など彼らの所在を把握しておくことが必要です。これは皆さんのお子さん達に対する時と同様の扱いで充分です。

5． 住民登録・健康保険加入

来日後２，３日以内に最寄の市役所で住民登録を行って下さい。（顔写真２通必要）

また各ホストクラブは来日学生を健康保険に加入して下さい（さいたま市の場合約1万円）。　軽い怪我や病気には3割負担で医療を受けられます。

銀行口座を開設希望の来日学生には、銀行口座を開設して下さい。海外からの送金を考えると大きい銀行が便利です。

（銀行から本人を証明するものが求められますが、パスポートと仮住民登録票の提示、及び保護者の印鑑で済むと思います。）

５． 入学手続き

　　 　通学することになっている高等学校で入学の手続きをお願い致します。

　　　制服等の用具も各ホストクラブの負担で購入願います。

　　　電車・バス通学の来日学生については、早めに学生証を発行してもらい、通学定期券を購入して下さい。

６． 来日後の３週間

　　 　留学生は日本の暑く、湿度の高い時期に来日します。日本の気候、習慣、周囲等の環境に慣れるのに２～３週間程度かかります。特に日本の蒸し暑さには、まいるみたいです。

　　 この間は、旅行はもちろん東京都内への観光等も慎み、ホストファミリーとの生活や学校生活に慣れる時間と考えて下さい。

母国で電車に乗り慣れている来日学生は少なく、一人で電車に乗れるようになるのにチョット時間がかかります。

来日学生の第１回オリエンテーションが、来日してから２週間後位ですが、まず第１ホストファミリー宅に慣れて落ち着く時間を考えての事です。

7． 　生活のルール

来日学生が日本に来る前に私たちは｢来日学生ガイドライン｣を郵送し、来日学生本人と保護者のサインの入った誓約書が送られてきています。

その中の大きなルールが４Ｄルールですが、これは世界のロータリー青少年交換プログラムの共通ルールです。しかし第2770地区では６Ｄルールを採用しています。

これは来日学生の第1回オリエンテーションでも説明致します。

　　　１）　Drive　　　　　自動車、オートバイの運転をしない。

　　　２）　Drink　　　　　お酒を飲まない

　　　３）　Date　　　　　友達以上の男女交際をしない。

　　　４）　Drug　　　　　麻薬、煙草をすわない

　　　またビザの関係からも、収入を伴う勤労やアルバイトも禁じられています。　　

　　　第2770地区ではもう二つの禁止ルールがあります。

５）　Disco　　　　ディスコへ行かない。

　　　６）　Dangerous　Area　　大宮南銀等のレストラン・カラオケ等に行かない

８．　食事

食事はホストファミリー宅で通常食べている食事で十分です。来日学生はお客様ではありません。特別のことを考える必要はありません。

９．　お風呂

最近は日本人の若い子でも、いわゆる｢朝シャン｣をしますが、来日学生の中にも｢朝シャン｣を希望する子供がいると思います。しかし朝の忙しいときにお風呂場や洗面所を独占する事になります。｢朝シャン｣をさせるなら時間を決めてさせると良いでしょう。

１０．　小遣い

　　　　ホストクラブは毎月１万円の小遣いを上げて下さい。これは世界中のロータリー青少年交換プログラムの共通ルールとなっています。（小遣いの額は国によって多少の違いがあります。）

　　　原則としてそれ以上の小遣いは不必要です。それ以上は来日学生が本国から持ってきた、又は送金してきたお金でまかなう事になります。　お正月のお年玉も上げ過ぎないようにしましょう。

１１．　通学時の昼食代

　　　　ホストファミリーは来日学生が学校へ行く日は、お弁当又は学校の食堂で昼食を買える程度のお金を持たせて下さい（５００円程度と考えますが、通学高校の食堂で確かめて下さい。）

１２．　電話

1） ホームテレフォン

市内通話はホストファミリーの費用で電話をさせても結構です。しかし長電話はしないようルールを決めて下さい。長距離電話は来日学生の負担で電話をさせて下さい。特に母国への電話はコレクトコール（相手先払い）で電話をさせて下さい。

2） 携帯電話

携帯電話を持たせるかどうかはホストクラブの判断にお任せ致します。

もし携帯電話を持たせる場合でも、来日学生の負担で持たせて下さい。

（日本の携帯電話会社では、留学生の名前で契約することが出来ません。ホストクラブのどなたかの子供さん(学生)の契約にすると、学割で通話料も半額になる携帯電話会社もあります。またプリペイドの携帯電話をホストクラブで購入し、来日学生に通話料を払わせているクラブもあります。）

１３．　インターネット

　　　　　長時間のインターネットはさせないようにして下さい。

　　　　　母国への電子メールでも、30分もあれば出来ると思います。

１４．　門限

　　　　　門限は午後１０時のルールを決め、守らせるようにして下さい。

　　　　（ホストクラブメンバーやホストファミリーなどの大人と一緒の時は別に考えて下さい。）

　

１５．　外出・旅行について

１）　来日学生が外出する時は、行き先と帰宅予定時間をホストファミリーに伝え、予定より帰宅が遅れる場合、夕食がいらない時の電話連絡を必ずする習慣をつけさせて下さい。

ホストクラブやホストファミリーの方も旅行に連れて行く事があると思いますが、華美に走らぬようお気をつけ願います。

これは世界のロータリー青少年交換プログラムの共通ルールになってきていますが、来日学生が地区外へ１泊以上の旅行をする時には、事前に下記の条件があります。

a. 来日学生が１人で、または子供達だけで行かせない事。必ず誰か保護者が同伴すること。

b. 母国の保護者の承諾があること。

c. カウンセラーの承諾があること。

d. ホストファミリーの承諾があること。

e. 地区青少年交換委員長への連絡があること。

必要書類をお渡し致しますので、ご利用願います。

1） 地区青少年交換委員会主催の旅行

地区青少年交換委員会では、来日学生に対して2回の旅行を計画しています。

　　　　これはオプションで希望者のみの参加となりますが、出来るだけ多くの参加を期待しています。希望表を事前に来日学生に送付してあり、来日前に地区委員会に送付する事になっています。

a. ２泊３日の京都・広島旅行（３食付）、3月実施（参加費　9万円）

b. ２泊３日スキー旅行（３食付）、２月実施（参加費　5万円）

参加希望の来日学生は、来日時に参加費用を持ってきている子もいますので、

銀行の地区青少年交換委員会の口座へ振込みをお願い致します。

埼玉りそな銀行　

国際ロータリー第２７７０地区青少年交換委員会（学生用）

　　　　　　　　　　別途案内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１６．　日本語について

　　　　　　以前、地区青少年交換委員会の主催で日本語会話専門の教師による日本語会話教室を開いていました。しかし教室は騒がしいやら、来日学生のたまり場みたいな感じになり、ホストファミリーからは、来日学生がいつまでも家に帰ってこないなどの苦情があり取りやめになりました。
いくつかのクラブから日本語教室を開いてくれないか、との要望があり、地区青少年交換委員会として検討していきます。
　　　　　　日本語の上達度については、本人の意識の持ち方にもよりますが、今までの来日学生の傾向を見ていますと、来日後３ケ月過ぎからカタコトの理解が出来るようになります。６ケ月を過ぎると大体の会話は出来るようになっています。勉強については以下のように考えています。

1） ホストファミリーはなるべく日本語を話すようにする。色々な単語を教える。

2） 通学高校で日本語のカリキュラムを組んでもらう。

3） 財団法人埼玉国際交流協会の下部機関では市民ボランティアによる外国人のための日本語教室を開いており、県内に１００ケ所程度あります。教室はほとんどが公民館や公共施設です。料金は低額で無料の教室もあります。通い易い教室があるかどうか、インターネットのホームページに紹介がありますので、調べてみて下さい。

ホームページのアドレス　http://www.saitama-j.or.jp/~sia/Japanese/top.htm
１７．ホームシック

　　　　来日学生のほとんどがホームシックにかかります。来日早々にかかる子もいれば、日本の生活に慣れてきた２～３ケ月後にかかる子もいます。

　　　　特効薬はありません。あまり１人の時間をつくらず本人のがんばりによります。

１８．来日学生との接し方

　　　うまくいかない例

1） 自分の子供と同じように扱えばよい、との事で厳しく接した。

2） 日本の文化を学びに来たのに、学校では日本人の友達もつくらず、ふらふらしている、などの感情を持った時。

　　　　来日学生はお客ではありませんが、最初から自分の子供にはなりません。

来日学生も、新ホストファミリー宅に来た当初は、このホストファミリーとはうまく行くのだろうか？　という気持ちで生活を始めます。

最初は｢賄い付きの下宿人｣ぐらいに考えて下さい。親密度が増すに従って自分の子供と同等になります。

また｢体育会系より文科系｣の扱いがベターと考えます。

　　　体は大きいし運動も出来るだろうと思いがちですが、意外と運動オンチが多いです。

　　　また、この子はこういう子なんだと認め、彼らは彼らなりに、日本を感じて、日本を理解しようと

努力しているんだと、見てあげて下さい。

　　　しかしルールを破ったら、きちんと説明をして、叱って下さい。

　

　　

１９．　問題点は小さなうちから、芽を摘みましょう。　　　

　　　　来日学生は、来日前に母国のロータリーで開催されるオリエンテーションに参加して、ロータリーの青少年交換留学について、またそのルールについて十分理解することになっています。しかし、国によってはオリエンテーションも受けさせないで派遣してきます。

　　　　母国でのオリエンテーション参加が少なく、ロータリーの青少年交換について、または、そのルールについて理解が足りない来日学生に対しては、第２７７０地区青少年交換委員会で再度オリエンテーションを行う予定です。

　　　　来日学生の問題となる行動がありましたら、遠慮なく地区担当委員までご連絡下さい。

　　　お互いの話し合いの中で解決を図ることを考えています。

　　　　日本からの派遣生が派遣先でうまく行かない場合の多くは、派遣生がホストファミリーに何も言わず部屋に閉じこもってしまう時です。逆に来日学生が、ホストファミリーに何も言わず部屋に閉じこもり始めたら、危険信号かも知れません。ホストファミリーは直ぐにカウンセラーに連絡して下さい。カウンセラーは地区委員に連絡をして下さい。

　　　　

２０．　ジュニアカウンセラー

　　　今年も、出来るだけ来日学生の母国語を話せるローテックス（帰国した派遣学生）の中から、ジュニアカウンセラーを選任致します。ホストクラブやホストファミリーの皆様が言葉や気持ちが

良く通じない時など、うまくジュニアカウンセラーをお使い下さい。

２１．　ホストクラブの例会への出席

　　　　最低でも月に１回はホストロータリークラブの例会に出席させてください。

　

２１．　第２７７０地区青少年交換委員会からホストクラブへの連絡

　　　　来日学生のオリエンテーションやイベントのご案内、ローテックスが開催するイベントのご案内等は、各ホストクラブがガバナー事務所へ登録した電子メールアドレスへ、電子メールにて連絡させていただきます。
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